
令和７年11月８日（土）
■主催：枝幸町社会福祉協議会 ■共催：枝幸町
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一緒に話し合う場

＼枝幸のことは“えさしの皆さん”と考えたい!／



～ 進 行 予 定 ～
（１） 「一緒に話し合う場“ひとのわ”」について 10:00

① “ひとのわ”の目標や目的
② これまでの“ひとのわ” 実施経過

（２） 取り組みの振り返り 10:10

① 枝幸高校「総合的な探究の時間」活動報告 ～ 枝幸高校生からの活動発表
② 「あつまれ!健幸の森」取り組みの振り返り ～ 実行委員 仲沢様

（３） これからの活動と「やってみたいこと!」 10:35

① 参加者によるグループワーク

（４） 次回開催予定 11:25

～11時30分終了予定 2



つながりがより強くなっている

新しい仲間づくり

地域の活動を知る

年をとっても楽しく安心して暮らせる

お互い様で支え合えている

みんなで一緒に考えられている

・さいごまで暮らし続けられるまち「枝幸町」
・笑顔でつながる「枝幸町」

一緒に
話し合う場
“ひとのわ”

参加者の健康づくり

地域課題の
見える化

色々な取組み
事例などを学ぶ

一緒に課題解決の
方法を探ってみる

地域の課題を広く
共有できている

近助のつながりが
より強まっている

地域に賛同者が
増えている

困りごとの支援が
できている

地域の高齢者が
元気になっている

地域貢献の活動が
できる町民が
増えている

仲間で一緒に

取り組みましょう！

人口が減っていても、
地域のつながりで
支え合えている

新しい仲間も
でき、地域の
活動も知れる

参加者の知識や
経験も増え、楽し
みが増えている
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【課題】(地区回りの聞き取り)

高齢になると住み続けられなくて
町外に出て行く人が多い

(１)「一緒に話し合う場“ひとのわ”」について

≪ 活動の目的 ≫
①“ひとのわ”による新たな

「交流の場」

②「地域課題」の共有

③一緒に活動できる・考える
ことができる「協力者」づくり

④やってみたいことの実現や
行動を起こす方の「伴走支援」

地域のつながりにより、
「枝幸町」で楽しく暮らしましょう!

参加者のお気持ちや考えを大切に！
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① Ｒ5.10月の「地域づくり講演会」振り返り

② NHKローカルフレンズ（交換留学編）鑑賞
・ 鷲見さん鹿児島県南大隅町との交流

③ グループワーク:参加理由・やってみたいこと

■第１回 Ｒ5年12月:32名

① NHKローカルフレンズ（枝幸編）鑑賞
・都会にないものが枝幸には全部ある

② 鷲見さんのお話し
・枝幸に住んで感じることや町の魅力

③ グループワーク:枝幸の良いところ

■第２回 Ｒ６年３月:42名

① 人のつながりやサロン参加による効果
② 朗らかクラブ「ワッハッハ!!」見学

・ 井上代表との対談、サロン利用者交流

③ グループワーク:地域のサロン活動について
④ 会の名称決定: “ひとのわ”

■第３回 Ｒ６年６月:45名

① Ｒ6.9月の「地域づくり講演会」振り返り
② 地域おこし協力隊員 鈴木耕治さんのお話し

・枝幸に住んで思うこと これからやってみたいこと
③ グループワーク:・わたしでできることでよければ!

・やってみたいこと!

■第４回 Ｒ６年10月:39名

●参加理由：色々な意見を聞きたい・勉強になる・つながり作り

●やってみたいこと：交流・恩返し・地域づくり

●知りたいこと：コミュニティバス・介護保険制度

●あるといいもの：居場所・移動手段・生活支援
●人が温かく、魅力的 ●自然が豊かで景色がいい

●海の資源が沢山で海産物がおいしい

●子育てに力を入れた取り組みがある

●参加者がイキイキしていて楽しそう

●若いうちから顔見知りになっていることも大切

●歌登地区の活動も広めたい

●サロン運営費の助成や寄付も必要

■一緒に話し合う場“ひとのわ” 実施経過

●「わたしでできることでよければ！」として、日常生活やイベント支援、

事業開発など沢山の意見があり、すでに町にある資源の共有も必要

●「やってみたいこと！」では、娯楽・体験事業、地域交流・スポーツ振興、

居場所づくり、環境美化、防災事業、地域力向上などの多くのアイデア



■第５回 Ｒ７年１月:27名

① グループワーク:やってみたいことの交通整理
② 湯澤さん 『枝幸移住のＱ＆Ａづくり』 ご紹介

■第６回 Ｒ７年４月:27名

① 取り組み紹介:移住のＱ＆Ａづくり・お花見交流会
② グループワーク:やってみたいことの取り組み方法深掘り
③ 全体の意見交換: “ひとのわ”活動の方向性共有

●やってみたいことを４つのグループに整理し、具体的な事業

内容や実施にあたっての課題など意見交換

●“ひとのわ”参加者の中から、自主的な活動のご紹介があり、

協力の呼びかけ

●「移住のＱ＆Ａづくり」や「スマホ相談会」の取組み状況や地域おこし

協力隊による お花見交流会の開催案内

●やってみたいことの実現方法や活動の方向性など意見交換

■第７回 Ｒ７年６月:27名
① 参加者による体験会:防災とニュースポーツを体験
② 意見交換:体験してみての感想と今後の取組み
③ 取り組み紹介: 海岸のゴミ拾いイベントほか

●やってみたいことの中から「防災」と「ニュースポーツ」を体験

●体験してみての感想や町民向け事業実施に向けた意見交換

●海岸のゴミ拾いやおもちゃ博の開催、えさし遊び場プロジェクト

などの取り組み紹介

① ニュースポーツ体験:スタッフによるルール共有
② 意見交換:「あつまれ!健幸の森」出展ブース運営
③ 活動報告: 海岸のゴミ拾いイベント

■第８回 Ｒ７年８月:25名

●９月７日開催の「あつまれ！健幸の森」で、ニュースポーツと

防災の体験コーナーを設けるため、ルール共有や運営方法等の

意見交換

●海岸のゴミ拾いイベントの活動報告で、海の環境問題やビーチ

の活用をみんなで考えるきっかけに
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■意見交換

取り組みの振り返りとこれからの活動について

【本日】第９回 Ｒ７年11月 令和７年に“ひとのわ”で一緒に体験できたもの

・3/28:湯澤さん「枝幸 移住のQ&A」づくり
・5/10:地域おこし協力隊「お花見交流会」
・6/28:石橋さん「ゴミ拾いイベント～ハッピーな海へ～」
・9/7:「あつまれ!健幸の森（防災とニュースポーツコーナー）」



■「総合的な探究の時間」の取り組み

■ 「あつまれ!健幸の森」の活動結果
・ニュースポーツ「モルック」普及活動に取り組んだ感想など
・アンケート調査などから見えたもの

■ 今後の活動予定

■ “ひとのわ”と携わってみた感想

■ “ひとのわ”参加者との意見交換

① 枝幸高校 「総合的な探究の時間」
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(２) 取り組みの振り返り
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② 「あつまれ!健幸の森」”ひとのわコーナー“の振り返り

９月７日に「あつまれ！健幸の森」が開催となり、“ひと

のわコーナー”を設けることができました。

皆さんと準備を進めながら、仲沢さんに実行委員に就任い

ただき、これまで相談してきた「やってみたいこと」の中か

ら「防災とニュースポーツ体験」の２つのコーナーを、実現

することができました。

あつまれ!健幸の森
■来場者数 ８４人
■運営スタッフ ９４人

総 数 １７８人

第７回と第８回の
“ひとのわ”で
事前体験や

内容の打ち合わせ

※ひとのわコーナーの

スタッフ数

・ひとのわ 12名

・枝幸高校生 ５名

・日赤奉仕団 ６名

合 計 23名
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実行委員会の改善点など感 想来場数スタッフコーナー

① 参加者が検査の待ち時間など
で滞る場所もあったので、その
辺は改善できると良い。

② 会場が暑くてこれ以上人が増
えてしまうともっと暑くなる。
災害時の避難場所としては、

来たくない気持ちになる。

③ エアコンなどの空調設備も
今後は必要だと思う。

① 非常食を温めるのに、15分くらい時間がかかる
ものもあり、途中からは、できたものを試食して
もらった。味に関しては、「おいしい」と！

② ドライライスは、水の量で食感が変わるので、
離乳食にも応用できそう。

③ 段ボールベットの感触や構造を理解してもらい、
防災時の生活を考えてもらうよい機会となった。

④ まずは体験することで「自分事」として考えて
もらえたことが良かった。自宅での備えについて
会話する様子なども見られた。

⑤ 世代を越えて多世代の参加があったと思う。
高校生も主体的にニュースポーツのコーナーを

展開してくれて良かった。

⑥ 交代で休憩もできて、ほかのコーナーの見学など
もできたので、楽しめて良かった。

⑦ 日赤の方との協力もスムーズだった。今後も
つながりができると良い。

５０人２３人ひとのわコーナー

・防災

・ニュースポーツ

■ひとのわコーナー スタッフの感想など



9

非 常 食 を 試 食 さ れ た 方 か ら の 感 想

① レスキューライスの五目ごはんをいただきました！お湯を入れて混ぜるだけなのに、めちゃめちゃ美味しかったです！！

水でも作ることができる点がポイント高いです。非常時に持っておきたい必需品です。

② とても美味しいです。子どもから高齢者まで食べることができます。

③ 味もしっかりしていて美味しく食べられました！特にカレーが美味しかった。

④ ごはんは普通に炊いたものみたいで美味しく、カレーも具がたくさんで美味しかった。

⑤ 炊き込みご飯は、ちょっとレトルトっぽさはあるが、災害時などは十分美味しいと思う。

⑥ 昔の防災食より美味しくなっていてびっくりしました！これなら災害時の食事も楽しみになりそう

⑦ カレー、おにぎりを試食しました。普通に食べているのと同じに思い美味しかった。

⑧ カレーが特に美味しかった。普段食べているレトルト食品と変わらないお味でした。

⑨ レスキューライスをいただいた。コメが固めで私好みでした。量も多く大満足です。

⑩ 白米よりも味付きが食べやすい。２～３人でシェアして十分足りる量ですね。

⑪ 普通のカレーくらい美味しかった。ごはんはレトルト感が強かった。

⑫ 非常食とは思えないほどおいしかったです！

⑬ 美味しいカレーでした。万人向きだと思います。

⑭ カレー、レスキューライスを食べた。保存できるのが良い。

⑮ 思ったより美味しかった。味付きの方がレスキューライスは食べやすい。

⑯ 防災食として十分おいしくいただけた。薄味でいいですね。

⑰ お湯を入れて15分待つだけで食べられるのは、とても良いと思いました。

カレーは甘口で子どもでも美味しく食べれると思います。

■ひとのわコーナー 防災体験の感想
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■グループワーク と 全体の意見交換

(1) グループワーク 10:35 ～ 10:55

※クジ引きでグループ分けをします!

① ４月の“ひとのわ”で、活動の方向性を相談いただき、
やってみたいことの一部が実現できました。

② 取り組んでみての感想や、活動の方向性、次に取り
組みたいことなど、グループ毎でお話しください。

※これまでにない新たな取り組みでも構いません。

進行役がいますので、自由に意見交換を進めてください。
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(2) 全体共有と意見交換
【全体共有】10:55 ～ 11:05

① 進行役から各グループの意見発表

【意見交換】11:05 ～ 11:25
① 今後の“ひとのわ”の活動について
・次に取り組んでみたいこと

・今回の取り組みを次回につなげること

・取り組みの優先順位について

・これまで出ていないやってみたいこと

など

※何か１つの取り組みに絞るものではありません。複数のことに取り組むことも可能です。

※定期的な「交流の場」として情報交換や仲間づくりをするために参加したいなど、具体的な事業以外でも

構いませんので、ご意見をお聞かせください。

（３）これからの活動と「やってみたいこと!」



参考:令和７年４月 第６回“ひとのわ” 『活動の方向性』

11☆まず１つをみんなで協力し合えたらいいんじゃないか!



■第１グループ
「娯楽・体験事業」
１ キャンプ
・テント泊ではなく、デイキャンプが現実的

・火起こしや調理、片付けなどの体験型活動

・季節を問わない餅つきのアイデアも

２ 持ち寄りパーティー

・衛生的な問題や保健所の許可が課題

３ 映画鑑賞
・実施への関心は高いが、予算が最大の課題

・ミュージアムのスクリーン付き部屋の活用や、プロ

ジェクターなどの設備が必要

４ 防災関連の提案
・除雪機や発電機の使い方講習会を提案

・体験活動が防災スキル習得につながる

５ 活動負担の軽減
・リーダーの負担が大きい点が課題

・代表者の役割交代や、協力者の確保が重要

※令和７年１月25日（土） 第５回“ひとのわ”グループワークより

■第２グループ
「地域交流・スポーツ振興事業」

１ 伝承遊びの復活

・過去にハマナス大学が行っていた伝承遊びを高齢者と

若い世代が一緒に楽しむ場を再び作る。

・役場や地域の教育機関と連携し、指導者の確保が必要。

・高齢者が子供たちに伝統的な遊びを教えることで、世代

間の交流が促進される。

２ ニュースポーツサロンの運営

・ボッチャやスポーツチャンバラなど、手軽で誰でも参加

できるスポーツを地域で推進する。

・場所の確保や教える人材の不足が課題であり、町内会

や役場の支援を活用する。

・子供から高齢者まで一緒に楽しめるイベント形式で、

交流を深める。

・教育委員会や地域団体と協力し、地域全体の健康促進

に繋げたい。
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“ひとのわ”でやってみたいこと



■第３グループ
「居場所づくり・環境美化事業・

地域力向上事業」

１ 孫シェア活動

・子供と母親、そして高齢者が交流する場を設け、

世代間の交流を促進し、地域を盛り上げる。

・今と昔の子育ての違いを共有し合うことで、相互の

理解を深める。

・スマホ相談会を高齢者だけではなく、母親世代や

子供たちも参加できる形にし、幅広い世代間の

交流を促進する。

２ ゴミ拾い活動

・地域内のゴミ問題に対応する「ゴミ拾い活動」

・活動後は、拾ったゴミの内容や量をSNS（例：インスタ）

で共有し、地域住民の環境意識を高める。

・情報発信でゴミ問題への関心を喚起し、地域全体

での環境美化活動の活性化を期待。

■第４グループ 「防災事業」

1 防災体験イベントの提案

■防災訓練を実施するアイデア

・各家庭の防災グッズを持ち寄り、コミュニティセンターで宿泊訓練。

・町から毛布や非常食、防災用照明を借りて使用。

・冬と夏の条件に応じた訓練を計画。

・初年度は簡単な体験から始め、徐々にレベルを上げて数年かけ

て、継続的に実施。

2 基礎知識の普及
・避難場所と避難所の違いなど、基本的な防災知識を学ぶための

勉強会を事前に開催。

・住民の理解を深める基盤を作れるのではないか。

3 実績の再現
・30年前の津波避難訓練（避難場所への移動、防災グッズの紹介、

非常食の試食体験など）を参考に、現代版として復活させる。

4 母体組織の必要性
・訓練をスムーズに実施するため、社会福祉協議会などの母体と

なる組織の協力が必要。

・長期的な視点で地域全体を巻き込む形の訓練を目指す。

“ひとのわ”でやってみたいこと
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次回開催予定

“ひとのわ”の参加者で一緒に “試す人” になりましょう!

皆さんのご協力をよろしくお願いします。
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本日は、第９回一緒に話し合う場“ひとのわ”へ
ご参加くださり誠にありがとうございます。

次回は、令和８年 月頃 の開催を予定しています。


